
技術紹介

レーザーマーキング技術の導入は乳製品生産者に多
くのメリットをもたらします。
乳製品の容器への印字にレーザーマーカーを使用す
ることや、レーザーマーキングシステムを乳製品の
生産ラインに統合することについては、いくつかの
誤った情報があります。本技術紹介資料は、マーキ
ング技術に対する誤解をとき、正しい情報をお伝え
する目的で作成されました。
乳製品の容器に対するレーザーマーカーの効果は、
その素材やレーザーの種類によって変わります。 
最適なレーザーソリューションを選択するには、 
このような物理的反応の差について理解していく 
必要があります。 

レーザーマーキング技術のメリットを活用する

稼働率の改善、メンテナンスの最少化、 
マーキングの視認性の向上
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正確で判読性の高い 
製品識別マーキングへの 
ニーズを満たします。

乳製品業界の容器製造は、包装技術の革新の最前
線にあります。多様でかつ変化し続ける乳製品に
対する消費者のニーズに応えていくために、生産
者は常に新製品や新しいパッケージデザインに革
新性を持たせようとしています。

このような新たな製品やパッケージは、売上を増
大させますが、印字工程では様々な技術的課題が
発生します。そのような課題の例としては、製品
の切り替え回数の増加、パッケージの小型化への
対応、カラフルで複雑な柄のパッケージにおけるコ
ントラスト比の低下があります。乳製品の市場をリ
ードしていくには、これらの技術的課題を解決
し、さらに効率を高めて製造上のミスを無くして
いくことが求められます。
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レーザーマーキングの用途に
おける 
容器素材の重要性 
シンプルな操作とレーザーマーキングの
特長である高信頼性により、 
乳製品の生産者の間でレーザー印字技術
の導入例が増えています。

レーザーマーキングに関してよく耳にする
誤解としては、レーザーマーカーの刻印速
度が基本的には遅いため、最近の高速包装
ラインに対応できないのではないかという
情報が挙げられます。その他には、レーザー
がバリヤ素材を損傷する、生産ラインへの
統合が難しい、あるいは複数のワークへの
同時印字ができないという誤った情報もあ
ります。新しいレーザーソリューションは、
このような包装業界ユーザーの懸念を払しょ
くし、包装技術のプロはより柔軟に工程を
構築できるようになっています。 

言うまでもなく、容器素材は、製品の性質、
予想される消費者による使用方法、そして
メーカーのマーケティングニーズに基づい
て決定されます。レーザーマーカーの選択
で第一に考慮に入れるべき条件は、容器の
材料です。またほかの生産設備と同様に、
生産ライン速度、スループットや印字する
情報の内容や大きさも、レーザー選択で重
要なポイントとなります。インクジェット
プリンターでインクの種類を選ぶのと同じよ
うに、レーザーマーカーでは、波長、光源、
出力パワーを選択します。これらの条件を

組み合わせることで、特定の容器素材や生
産ラインの条件に応じた様々な結果が得ら
れます。実績のあるマーキング装置のメー
カーは、パートナーとして御社の用途に適
したレーザータイプ、波長、パワー、レン
ズやマーキングヘッドを提案し、最適なレー
ザーソリューションを提供できます。でき
るだけ幅広い選択肢から各要素を選ぶに
は、多くの種類のレーザータイプ、パワー
数値や波長の製品が提供できるメーカーに
ご相談ください。他のマーキング技術の場
合と同様に、お客様固有の用途に最適なソ
リューションを決定する際には、レーザー
マーキングシステムのメーカーの専門家に
相談して、サンプル印字を依頼することも
非常に重要です。

それでは、乳製品で 
使用される最も一般的な 
容器素材に対するレーザー
マーキングの適用について
検証してみましょう。
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レーザーマーキング技術のメリット

レーザーマーキングは視認性が高く、消費
者にとって読みやすく、極めて耐久性の高
い印字を容器上に残せます。他の印字技術
で必要な溶剤を使わないので、乳製品の生
産環境をクリーンに保ちます。

生産ラインへの統合

充填装置の特性により、無菌包装容器への
マーキングはほとんどの場合、充填密封後
にコンベヤーシステム上で実行されます。 
IP65等級のレーザーマーカーであれば、 
洗浄環境でも移動が必要ないので、時間と
コストが節約できます。

容器への直接のマーキング

この技術では、レーザーを使用して、厚紙
製の箱の上部インク層を焼灼（包装素材に
対する微量のエッチング）することによっ 
てマーキングします。適切なレンズ、マー
キングヘッドやレーザー波長の組み合わせ
がベストなレーザーソリューションを実現
し、最小のエネルギーで必要な線幅でマー
キングができます。構成のわずかな違い 
によって性能に大きな差が生まれるため、
特定の素材に最適な印字を作成するうえ
で、構成変更ができるレーザーソリュー 
ションが必要です。

Datalase™ パッチへのマーキング

容器に直接印字するには、Datalase™ のよ
うなレーザー感受性顔料をトップコート層
のインクに付与する方法もあります。一般
的な使用方法では、この顔料を小面積のマ
ーキング領域に限定して塗布します。顔料
がレーザーエネルギーに反応することで色
変化がもたらされるので、焼灼よりも必要
とされるパワーレベルは低くて済みます。

Datalase™ の光学濃度を調整して最適な 
視認性を実現

レーザーによる色変化を起こすには、 
Datalase™ の顔料をインクに混ぜて使用し 
ます。マーキングされた印字の光学濃度は、
包装上の Datalase™ のインク量、およびイン
クで反応を引き起こすレーザー設定を最適
化することで決まります。図 1 が示すよう
に、照射するレーザーエネルギーが大きい
ほど反応が起こる色素数が増加し、マー 
キングが濃くなります。

レーザーマーカー使用
に関する誤った情報
レーザーが包装容器を損傷する可能
性があるため、レーザーマーカーは
乳製品の容器には使えない。

正しい情報はこちら 
です
無菌包装容器にレーザーマーカーを
使用する上でのポイントは、無菌容
器の包装に損傷を与えない最適な焦
点距離、レーザー出力、波長及びス
ポットサイズのレーザーマーキング
システムを構築することです。

無菌包装容器では     
レーザーマーカーの 
使用が不可欠

薄 濃

図 1
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高密度ポリエチレン 
(HDPE)容器への 
マーキング

コンベアーライン上でラベルにマーキン
グする方法
実行可能なオプションとしてコンベアー
で移動中の容器上のラベルにマーキン 
グする方法もあります。ただし、コンベ
アー上の移動中の製品について、位置の
バラツキを無くすことが重要です。
容器の左右の位置に大きなバラツキがあ
ると、製品がレーザーの焦点距離から外
れてしまうので、印字の視認性が低下し
てしまいます。レーザーと容器との間の
距離を一定に保持するには、ガイドを利
用して容器をコンベアーの片側に寄せて
マーキングすることをお勧めします。

レーザーマーキング技術のメリット
インクベースの印字装置と比較して、レー
ザーマーキングには、クリーンさと印字の
恒久性の点で 2 つのメリットがあります。集
塵機を使用すれば、焼灼工程で発生する煙
霧や埃に対処できるので、生産環境全体の
クリーンさが損なわれることはありません。
マーキングの恒久性については、レーザー
が物理的に素材を変質させるため、印字部
分が摩耗にさらされるような用途であって
も一定水準で印字の耐性が維持できます。
生産ラインへの統合
充填装置の特性により、無菌包装容器への
マーキングはほとんどの場合、充填密封後
にコンベヤーシステム上で実行されます。 
IP65等級のレーザーマーカーであれば、洗
浄環境でも移動が必要ないので、時間とコ
ストが節約できます。 

HDPE への直接印字 
消費者が目にする賞味期限などの識別情報
には、HDPE への直接印字は適しません。プ
ラスチックに対するコントラストが非常に
低いため、印字された情報は読みにくくな
ります。しかしトレーサビリティの用途で
は、有効です。
HDPE に貼り付けるラベルへの印字 
容器に貼り付けるラベルへのレーザーマー
キングでは、上部インク層を除去してベー
スのラベル素材を露出させます。この結果、
高コントラストの読みやすい印字が作成さ
れます。

粘着タイプのラベルを使用するラベラーへ
の統合
レーザーマーカーをラベルアプリケータ―
に組み込んで貼付前の静止したラベルにマー
キングすることで、マーキングの判読性と
配置精度を最大化できます。
グル―を用いたラベルを使用するアプリケー
ターへの統合
お客様の用途で、コールドグルーやホット
メルトを使用するラベルにマーキングする
場合は、容器に貼り付ける前に印字が行わ
れるようにすることをお勧めします。これ
により、印字配置が正確になり、印字の視
認性も向上します。ラベルを容器にブラシ
装置を用いて貼り付けた後にマーキングし
た場合、ラベル位置が動いてマーキングの
視認性や配置の反復精度が損なわれる場合
があります。

ガイド無しであるため、容
器のレーザー装置からの距
離にバラツキがあります。

ガイド付きであるため、
容器のレーザー装置か 
らの距離が一定です。
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容器の曲面と印字の視認性

曲面に沿って最適な印字距離が変化するため、他の技
術では湾曲した容器に印字は困難です。レーザー技術
では、焦点距離の長いレンズを選択できます。焦点距
離が長いと、レーザーの焦点を素材と関連において妥
当な位置に維持できます。このため、製品の位置や形
状のわずかな変動に対応できます。 

スリーブへの印字

利便性を追求する市場トレンドへの対応や製品のブラン
ドい価値向上を目的として、スリーブパッケージを使用
して製品のブランドディングを図る生産者もいます。こ
の場合、レーザーに反応する Datalase™ インクパッチ
を、スリーブ製造時にスリーブの内側表面に適用しま
す。このパッチに対してレーザーが照射されてマーキン
グを生成し、その後にスリーブが容器に適用されるわけ
ですが、マーキング情報がスリーブと容器の間に挟まっ
た状態となるため、摩耗や損傷から保護されます。スリ
ーブ用途では、容器の複数の側面に印字が生成できま
す。

スリーブ印字工程の統合

スリーブは、ビン詰工程に入る前に印字されます。新
しいロールのスリーブをマシンに挿入した後に素材の
速度が速くなるため、スリーブへの印字には高速レー
ザーが必要です。スピードの要件を満たすために、生
産者は平均的な素材速度よりも高速で印字できるレー
ザーを選択し、新しいロールが生産ラインに挿入され
たときの素材速度の加速に対応できることが重要です。 

Datalase™ の使用によるスリーブへのレーザーマーキング

レーザーマーカー使用に 
関する誤った情報
レーザーでは生産ライン速度に合わせてラベルや
スリーブにマーキングするのは困難であり、曲面
への印字も難しい。

正しい情報はこちらです
通常の生産速度であれば、レーザーでラベルやス
リーブへのマーキングに対応でき、さらに 
Datalase™ を利用することで印字工程が高速化でき
ます。レーザーの焦点深度が深い場合、最適なマー
キング範囲が一般的な乳製品容器の曲面に追従 
できるため、非常に読みやすい印字が作成でき 
ます。

焦点距離が短い- スポッ
トサイズが小さくなり、
フォーカスは狭くなる

焦点距離が長い- スポッ
トサイズが大きくなり、
フォーカスは広くなる

焦点距離

光学素子‐ビーム光とスポットサイズ

焦点距離が長い方が、曲率の大きな製品に対応できます。
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金属製容器に使える 
様々なマーキング 
ソリューション

レーザーマーキング技術のメリット

レーザーマーキング技術を金属缶に適用し
た場合、高い耐久性と視認性に加えて正確
な印字配置というメリットが得られます。

金属への直接印字 

金属への直接印字は一般的に、トレーサビ
リティや高いレベルの印字耐久性が要求さ
れる用途で採用されています。缶素材に適
したレーザ波長を選択すれば、直接印字は
比較的簡単です。この方法では、最適な印
字位置は缶底であり、最適な視認性が得ら
れます。

中間材への印字 

缶底に塗布した丸型のインクパッチにマー
キングする方法も採用されています。この
方法では、金属以外に対応するレーザー波
長を使用し、高コントラストのマーキング
が行えるだけではなく、インクを除去しな
い限り消えないマーキングが得られます。 

缶へ直接印字する場合の装置統合

ほとんどの場合、缶への印字は、充填工程
で缶が搬送されている最中に実行されます。
他の印字技術と同様に、コンベアー上でマー
キングする際には、缶を安定して位置合わ
せすることでベストな印字視認性が得られ
ます。

ラップアラウンドラベルへのマーキング

ラップアラウンドラベルは理想的なマーキン
グ素材です。ラベルへマーキングすること
で、他の種類のラベルへのマーキングと類
似の結果が得られます。印字対象のインク
が暗い色であるほうが、より高いコントラ
ストが達成できます。

ラップアラウンドラベルへ印字する場合の
装置統合

マーキング装置をラベルアプリケーターに
組み込むことで、最上の視認性と均一な印
字配置が得られます。

コンベアー上で移動中の缶へのマーキング
も可能ですが、移動中に缶が動いてしまっ
たり、向きにバラツキが出て、視認性と位
置精度が損なわれることがあります。

レーザーマーカー使用
に関する誤った情報
缶の動きが予測不可能であるため、
金属缶に対して安定したマーキング
は不可能。

正しい情報はこちら 
です
缶底へレーザーマーキングを実施す
ることで、安定した位置精度で高品
質の耐久性の高い印字が実現でき 
ます。レーザーマーカーをラップア
ラウンドラベルのアプリケーターに
組み込む方法も良策で、ラベル貼付
動作との同期で、より安定した位置
精度が達成できます。 
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レーザーマーキング技術のメリット

カラフルな厚紙のパッケージデザインの場
合、直接レーザーマーキングを行うこと 
で非常に読みやすい印字が作成できます。
レーザーではあらゆる方向へマーキングが
可能で、軽度の結露であれば印字に影響は
ありません。また、製品のブランド価値を
高めるフォントで、栄養成分情報などの消
費者向け情報もプレプリントの品質でマー
キングできます。

厚紙製のカートンはレーザーマーキングの
理想的な容器

レーザーは厚紙上のインクを確実に焼灼し、
その下の厚紙を露出させます。レーザーが
インクを除去するときに微小な破片がわず
かに生成されますが、フィルタ付の真空吸
引システムで取り除くことができます。濃
色インクを除去すると、高コントラストの
印字が得られます。水性インクは一般に厚
みがあるため、焼灼に時間がかかります。一
方で溶剤ベースのインクは薄いので、高速
印字が可能です。

上の画像の印字は 50 ms の速度でマーキン
グしたものですが、中程度の出力レーザー
でこのレベルのマーキングができます。高
速印字を実現しながら微粒子を少なくする
には、Datalase™ などのレーザーに反応す
る顔料を使用します。このような顔料を厚
紙の特定の位置に印刷し、レーザー照射し
て色を変化させます。 

生産ラインへの統合

レーザーマーカーを充填機内に設置した場
合、箱の動きが精密制御されるため、マー
キングの視認性が向上します。また、カー
トナ内に組み込んだ場合は、装置立ち上げ
時の設定が簡単になり、レーザが誤って損
傷することや位置ずれを回避する一助とな
ります。

コンベアーへの統合

レーザーマーカーがカートナ内に取り付け
られない場合は、下流工程のコンベアー上
への設置も可能です。他の装置の場合と同
様に、コンベアー上では印字品質の最適化
のために、厚紙製の箱とレーザーマーカー
の間の距離を一定に保つことが推奨され 
ます。

レーザーマーカー使用
に関する誤った情報
レーザーはシンプルな印字には向く
が、複雑な印字内容を高速で印字す
る用途では不適。

正しい情報はこちら 
です
最近のレーザーマーカーでは、複雑
な複数行のマーキングも可能です。
ただし、用途に合わせたレーザー 
マーカーを購入するには、レーザー
マーカーのみならず、レンズやマー
キングヘッドの品揃えも豊富なメー
カーにご相談ください。同じ出力の
レーザーであるからといって、同じ
印字結果が得られるとは限りません。
実際には、レンズやマーキングヘッ
ドの選択が、必要な印字情報を要 
求される印字速度でマーキングす 
る上での決め手となります。

厚紙へのレーザーマーキング
の印字は見栄えも良く 
読みやすい
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複数製品への同時マーキングが 
可能なレーザーはフィルム印字で 
活躍します

レーザーマーキング技術のメリット

フィルムへの印字にレーザーマーカーを選
択するメリットは多く、生産者の間でこの
技術に対する需要が高まっています。溶剤を
使用しないため、製品汚染の可能性が実質
ゼロに抑えられます。全ての作業がクリーン
に行えて、位置固定したレーザーマーカー
で複数の生産ライン上で流れる複数の製品
に同時にマーキングできるので便利です。 

レーザー出力の管理 

レーザーでマーキングするとフィルムに穴が
開くのではないかというお問い合わせをよく
聞きますが、これは 2 つの誤解に基づいてい
ます。1 つ目は、レーザーの性質に関するも
ので、パワーに関係なく、レーザーというも
のが金属切削レーザーのように単純にフィル
ムを溶かしてしまうという誤解です。これは
事実と異なります。レーザーマーカーの場
合、レーザーエネルギーはフィルムの表面の
みをマーキングするようにプログラミングさ
れており、エネルギー密度を低下させるため
に、広い印字面積にエネルギーを拡散させ
ます。レーザーパワーの設定はパスワード
で保護されており、間違えて変更できないよ
うになっています。

2 つめの誤解は、M の文字のようにレーザー
の移動が激しい場合や、8 の数字のように
レーザーが同じ 1 点を複数回通過する場合 
 （左の例を参照）に、非常に強いレーザーの
エネルギーが印加されるというものです。
この問題には同じ点を通らないように交点
のないフォントを使用することで対応して
います。

世界中の生産者の多くがレーザーフィル 
ムマーキングを導入し、適切に使用すれば
レーザーではフィルム素材に穴が開かない
ことが実証されています。レーザーマー 
カーを導入した生産者は、生産拠点に近い
マーカーメーカーのテスト施設と緊密に連
携して、最適なレーザーとマーキングの設
定値を決めています。その後、総合試験を
実施して要求性能を確保しています。

充填工程が複数ラインに渡る場合のレーザー
マーカーの適用

充填工程の複数のラインでフィルム適用が
実施されるケースが多くありますが、レー
ザーマーカーのメリットとの１つに複数の
容器に迅速にマーキングできるという特徴
があります。照射エリアが広いほど、同時
にマーキングできる印字数が増やせます。
このためにレーザーの数を増やす必要がな
くなり、設備投資額も少なくて済みます。

レーザーマーカーの生産ラインへの統合

ほとんどの場合、レーザーはフィルムを容
器に貼り付ける前の充填設備に統合され 
ます。高速生産ラインの場合、フィルム製
造時に Datalase™ 顔料を配合することで、 
印字時間を短縮して 1 分間に印字できる製
品数が増やせます。
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複数製品への同時マーキングが 
可能なレーザーはフィルム印字で 
活躍します

上の図が示すように、巻き取り式のフィルムの場合、横
方向に6点の印字対象があり、フィルム貼付工程より前
の静止時に同時に 6 点が印字されなければなりません。

より大きなレーザーマーキング領域を持つ 1 台のレー
ザーでは、最大 18 個のアイテムを同時に印字できます。 

印字領域の小さいレーザーでは、同時に 9 個のアイテ
ムしか印字できません。このため、すべてのアイテムを
印字するには 2 台以上のレーザーが必要になります。 

広いマーキング領域を得るには、高性能のレーザー光
集束とビームステアリング技術が必要となります。こ
の条件が満たされない場合、巻き取り式のフィルム上
でマーキングの視認性と品質で大きなバラツキが生じ
てしまいます。

マーキングウィンドウが 450mm  
のビデオジェットのレーザー

マーキングウィンドウが 
250mm の他社のレーザー

レーザーマーカーの使用に 
関する誤った情報
フタに使用する素材へのレーザーマーキングには
トラブルが多く、1 台のレーザーで巻き取り式の
フィルム全体をカバーするのは困難で、印字品質
にばらつきが発生しがちである。

正しい情報はこちらです
レーザーエネルギーは精密に制御できます。そ 
の結果、マーキングをフィルム表面の深さに制 
限することができ、印字対象の製品品質も保た 
れます。

正しいレンズとマーキングヘッドの選択により、
広範囲の印字領域が実現します。これにより、多
数のアイテムを非常に優れた印字品質で同時に印
字できます。
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1.
点ではなく連続した線の文字、ロゴやバーコードがマーキン
グできるので、視認性が飛躍的に向上します。

3.
さまざまな素材に恒久的なマーキングを行うことができます。
この耐久性は、印字された情報の改ざんを防止して御社のブ
ランド価値を保護し、トレーサビリティ用途で役立ちます。

4.
あらゆる方向にマーキングできます。下から上方向への印字
もできます。この特徴によって生産ラインへの統合が簡単に
なります。2.

御社のパッケージデザインに合わせて様々なフォントや様式
でのマーキング可能です。これにより、ブランドイメージの
向上や消費者の製品に対する品質イメージの向上も期待でき
ます。

レーザーマーキング技術
のメリットの数々
賞味期限、生産情報やロット情報のマーキングは乳製品業界で一般的に求めら
れている表示内容で、法律で義務付けられているケースがほとんどです。
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5.
レーザーマーカー稼働で必要となる消耗品はフィルタだけ 
です。消耗品の購入と保管に伴うコスト、およびプリンタ 
の消耗品補充に必要な稼働コストの削減がはかれます。

7.
溶剤やマーキングの消耗品が不要なため、作業全体を清浄に
行うことができます。この点は、インクに関連する製品汚染
の可能性を排除することができるため、食品生産においてメ
リットとなります。

8.
レーザーマーカーは、周囲の環境条件の影響を受けにくく、
乳製品の製造環境に共通の温度や湿度の変化に対応できます。

6.
継続的なメンテナンスやオペレーターの介入が不要なため、
稼動率がアップします。



レーザーマーキング 
ソリューションを導入   
するときに考慮すべき点
クリーンな製造工程、少ないメンテナンス、ブランドイメージの 
向上ビデオジェットの製品なら実現できます。

レーザーマーカーの 
設計、製造の先駆者

ビデオジェットには、レーザー技術、 
出力、レンズやマーキングヘッドのオプ 
ションの広範囲なラインアップがあり、高
い性能が発揮できるように様々な構成が可
能です。この柔軟性が御社での稼働時間の
大幅な延長とレーザーの長寿命化を実現し
ます。当社のレーザーはほとんどの用途の
印字要件を満たすように設計され、比較的
低温で稼働します。このため、レーザーの
寿命は長くなります。また、当社のレー 
ザーは冷却に圧縮空気を必要としない設計
になっているため、コストもかからずメン
テナンスの必要性は低くなります。

非常に高い信頼性と 
コスト効率を達成

レーザーマーキングは本質的に信頼性の高
い技術で、メンテナンスの必要がほとんど
ありません。しかし、レーザーは熱の影 
響を受けやすい技術です。熱はレーザー効
率を下げ、レーザーの寿命を縮めます。当
社では堅牢な設計を採用することで、圧縮
空気でレーザーを冷却せずに、周囲の空気
で冷却できるようになっています。この設
計思想により、ウォッシュダウン環境に対
応する空冷式の IP65 レーザーを設計するこ
とになりました。これらの密封されたレー
ザーに圧縮空気は必要ありません。つまり、
メンテナンスコストが低減できます。

世界中のユーザーに対応
できるレーザーマーカー
のスペシャリスト
あらゆる用途には固有の条件があり、異な
る素材ではレーザ光に対する反応も変わり
ます。お客様用途にレーザーマーカーの 
使用をご検討の場合は、最適なソリュー 
ションを見定めるために実際に使われる材
料でのテストが不可欠です。ビデオジェッ
トのレーザーのスペシャリストなら、お客
様の用途に最適な構成を構築し、世界中に
あるテスト施設でサンプルテストを実施し
てお客様が使用する素材にベストな提案が
できます。
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最終収益 

レーザーマーキング技術は実績のある魅力的な選択
であり、作業効率を高めながら、乳製品生産施設に
おける生産需要の高まりに対応できる技術です。

ビデオジェットは業界のリーダーとして、非常に 
信頼性が高く使いやすい、マーキング品質に 
優れたレーザーマーカーを提供します。

印字領域の広いレーザー
マーカーで、より数多く
の製品に印字できるだけ
ではなく、レーザー 
エネルギーの消費を 
抑える設計がコストを 
削減
当社の装置では 24 種類マーキング領域が 
お選びいただけて、高解像度のマーキング
ヘッドやさまざまな焦点距離のオプション
と相まって、より多くの数の製品への印字
や移動する製品に対する長時間の印字が可
能になります。より大きな印字領域を持つ
レーザーの使用により、複数のレーザーを
必要とする他のソリューションよりも多く
のアイテムを印字できます。当社の高度な
レーザー設計により、移動中のアイテムを
長い時間追跡できるため、各アイテムに多
くの情報が印字できます。
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安心がビデオジェットの標準
ビデオジェットは産業用の印字およびマーキングソリューションを提
供する世界的なメーカーです。当社の 325,000 台を超えるプリンタ
が世界各地で導入されています。その理由は下記の実績です：
• 40年以上にわたるグローバルレベルでの実績に基づ

く専門的なノウハウを活かし、お客様が生産環境に
最適な高効率のソリューションを選択、導入、そし
て活用できるようにサポートします。

• 広範な用途に具体的な成果をもたらす幅広い製品と
技術を提供しています。 

• 当社は革新的なソリューションを提供します。新技
術の研究開発、継続的な改善に積極的に投資してい
ます。常にマーキング業界の最前線で活動し、お客
様が市場の最前線で活躍できるよう支援します。

• ビデオジェットは、製品の長期的信頼性とお客様へ
の卓越したサービスの両面から高い評価を得てお
り、お客様に自信と安心感をもって製品をお選びい
ただけます。

• 世界 135 か国に及ぶグローバルネットワークには、 
3,000 名を超えるスタッフと 175 社を超える代理店 
および OEM 業者が含まれています。お客様からのご
用命には、いつどこでも迅速にお応えします。

グローバル本社

ビデオジェットの営業・ 
サービス拠点

製造および製品開発拠点

ビデオジェットの営業・ 
サービス拠点がある国

ビデオジェットのパート 
ナーによる営業・サービ 
ス拠点がある国


